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１．学ぶ意欲をもち、知性と良調１の
あふれる村をつくります。

１．健康と安全を心がけ
明るく楽しい村をつくります。

１．勤労を喜び、力を合わせて
豊かな村をつくります。

１．自然を守り、人を愛し、
心やさしい村をつくります。

１．心身ともに健全な子の育つ
暖かい家庭と村をつくります。
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防
火
の
輪つ
な
げ
て
広
げ
て

な
く
す
火
事

＝
佐
井
村
消
防
団
出
初
式
＝

今 月 の 紙 面

２～３ むらの話題

４～５ お知らせ

６ 国保のしおり

７ 出稼ぎ現地の

みなさん

８～９ 交母だより

１０～１１ 保健婦だより

１２～１３ 税務だより

１４ 戸籍の窓口

○今月の「中央公民館選短

歌と俳句教室」はお休み

です。



むらの情報を広く掲載いた

します。身近な情報があり

ましたら、企画財政課まで

連絡ください。

佐
井
村
消
防
団
出
初
式

無
火
災
、
無
災
害
を
願
っ
て

新
春
恆
例
の
佐
井
村
消
防
団

出
初
式
が
一
月
七
日
、
大
佐
井

浜
町
を
会
場
に
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
悪
天
候
に
見
舞
れ

ま
し
た
が
、
団
員
は
き
び
き
び

と
し
た
行
動
で
吝
分
団
ご
と
に

整
列
。
消
防
団
長
ら
の
観
閲
を

受
け
た
あ
と
、
ま
と
い
部
隊
を

先
頭
に
分
列
行
進
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
続
い
て
、
消
防
団
長
の
年
頭

の
辞
、
村
長
の
訓
示
、
議
会
議

長
、
大
間
警
察
署
長
の
祝
辞
を

受
け
た
団
員
の
み
な
さ
ん
は
、

今
年
一
年
の
無
火
災
・
無
災
害

を
願
い
、
万
才
三
唱
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
出
初
式
に
あ
た
り
、

士

石

の
団
員
が
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。
表
彰
さ
れ
た
団
員
は

次
の
と
お
り
で
す
。

－
楽
し
い
ひ
と
と
き
Ｉ

あ
す
な
ろ
で
ク
リ
ス
マ
ス
会

十
二
月
二
十
一
囗
か
ら
三
回

に
分
け
て
ク
リ
ス
マ
ス
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
囗
は
、
デ
ー
サ
ー
ビ
ス

の
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
集
ま
っ

て
、
カ
ラ
オ
ケ
で
自
慢
の
喉
を

披
露
し
た
り
踊
り
を
お
と
っ
た

り
し
て
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

し
て
い
ま
し
た
。



表

彰

を

受

け

た

み

な

さ

ん

精

勤

章

第
一
分
団
団
員

内
田

豊
美

鹿
島

義
秋

第
二
分
団
団
目
］

岡
本

文
雄

和
田
喜
久
男

第
三
分
団
団
員

万
谷

安
雄

第
四
分
団
団
員

館
脇

修

中
村
久
美
義

第
五
分
団
団
昌一

五
十
嵐
清
晴

福
田

昭
則

第
六
分
団
団
員

大
石

光
仁

第
七
分
団
団
員

田
中

明

第
八
分
団
団
員

長
谷
川
秀
仁

平

成

六

年

度

前

期

技

能

検

定

試

験

一
Ｉ
主
な
実
施
職
種

造
園
・
建
築
板
金
・
建
設
機

械
整
備
・
建
具
製
作
・
印
刷
・

と
び
・
左
官
・
防
水
施
工
・
内

装
仕
上
げ
施
工

・
熱
絶
縁
施

工
・
サ
ッ
シ
施
工
・
表
装
・
塗

装
・
広
告
美
術
仕
上
げ
・
フ
ラ

ワ
ー
装
飾

な
ど
三
十
六
職
種

■
受
験
資
格

受
験
す
る
職
種
に
つ
い
て
一

級
は
十
二
年
以
上
、
二
級
は
三

年
以
上
の
実
務
経
験
年
数
を
有

す
る
も
の
。
但
し
、
学
歴
・
訓

練
に
よ
り
年
数
が
短
縮
さ
れ
ま

す
。
圖
受
験
料

実

技
試
竺

一
万
円
～
一
万
三
千
八
百
円

（
職
種
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

呈

科
試
竺

一
律

二
千
六
百
円

■
実
施
日

冥

技
試
態

平
成
六
年
六
月
十
日

（
金
）

～
平

成

六

年

九

月

十

一

日

且

）
ま
で
の
間
の
当
協
会
が

指
定
す
る
日

寧

科
試
態

平
成
六
年
八
月
二
十
八
日
・

九
月
四
日
・
十
一
日
の
い
ず
れ

か
指
定
す
る
日
曜
日

■
受
付
期
間

平
成
六
年
四
月
四
日

（
月
）

～
十
五
日
（
金
）
ま
で

■
合
格
発
表

平
成
六
年
十
月
六
日
（
杰

■
お
問

い
合
わ
せ
・
受
付
場
所

青
森
市
野
仄
字
今
田
四

二
－

一
（
県
立
青
森
高
等
技
術
専
門

学
校
内
）

青
森
県
職
業
能
力
開
発
協
会

酋
○
一
七
七
－

三
五
－

五
五
六

一

原 田 老 人 ク ラ ブ 総 会 で

手 打 ち そ ば を ご ち そ う

１月１５日、原田地区生活改善セン

ターで原田老人クラブ総会が開催さ
れ、そのときに手打ちそばをごちそ

うしました。
この手打ちそばは、原田地区でと

れたそば粉を使い、老人クラブ婦人
部のみなさんが心を込めて作ったも

ので、総会に参加した人は手打ちそ
ばに舌鼓を打っていました。



今 月 の 休 診 日

７ 囗、１４囗、２１日、２８囗

（月）（月）（月）（月）

＝佐井診療所＝

「
あ
お
も
り
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

推
進
大
会
」
を
開
催
し
ま
す

私
た
ち
の
青
森
県
を
も
っ
と

素
晴
ら
し
い
、
魅
力
あ
る
地
域

に
し
た
い
。
そ
ん
な
願
い
を
込

め
て
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
推
進

大
会
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
大
会
を
通
し
て
、
い
ま

一
度
私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
青

森
県
を
見
直
し
、
こ
れ
か
ら
の

青
森
県
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。
さ
あ
、
青
森
県
の
イ

メ
廴
シ
ア
ッ
プ
が
始
ま
り
ま
す
。

多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

大
会
内
容

■
日
時

平
成
六
年
二
月
十
七
日

采

）

午
後
二
時
～
四
時
（
開
場
午
後

一
時
）

■
場

所

ホ
テ
ル
青
森

三
階
「
孔
雀

の
間
」

青
森
市
提
町
一
丁
目
一
上

三

■
プ

ロ

グ

ラ

ム

内

容

・
イ
メ
上
ン
ア
ッ
プ
官
言

・
三
浦
雄
一
郎
氏
（
本
県
が
誇

る
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ス
キ
ー

ヤ
上

と
沢
田
と
し
き
氏

米

県
出
身
の
若
手
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
１
）
に
よ
る
ト
ー
ク
タ
イ
ム

・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
・
太
鼓
・

三
味
線
に
よ
る
劍
作
曲
の
演
奏

杢
目
森
県
の
物
産
、
工
芸
等
の

展
示
や
ミ
ニ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
の
実
演

■
参

加

費

用

無
料

■
問

い

合

わ

せ

先

あ
お
も
り
イ
メ
上
ン
ア
ッ
プ

推
進
協
議
会
事
務
局

青
森
県
企
画
部
調
整
課

総

合
調
整
担
当

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
一
七
七
上

二
千

一
一
一
一
内
線
ニ

ー
四
八
・
二

Ｉ
四
九

あ

な

た

の

声

を

県

政

に

＾
。

－

県
政
モ
ニ
タ
ー
募
集
－

県
で
は
、
県
政
に
つ
い
て
「
こ

う
し
た
ら
ど
う
か
／
」「
こ
う
い

う
こ
と
を
や
っ
て
欲
し
い
／・
」

と
い
う
ご
意
見
、
ご
提
言
を
寄

せ
て
く
だ
さ
る
県
政
モ
ニ
タ
ー

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

県
政
に
関
心
の
あ
る
方
、
県

政
に
協
力
す
る
熱
意
の
あ
る
方

の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
応

募

資

格

県
内
に
居
住
し
て
い
る
満
二

十
歳
以
上
の
方
で
あ
れ
ば
ど
な

た
で
も
可
。

た
だ
し
、
議
員
、
公
務
員
、

行
政
相
談
委
員
、
国
や
そ
の
他

の
公
共
団
体
の
モ
ニ
タ
ー
に
な

っ
て
い
る
方
や
今
後
な
る
予
定

の
方
、
平
成
元
年
度
以
降
に
県

政
モ
ニ
タ
ー
を
経
験
し
た
方
は

除
き
ま
す
。

■
募

集

人

員

三
十
二
名

■
委

嘱

期

間

平
成
六
年
五
月
一
日
か
ら
二

年
間

■
仕

事

①
ア
ン
ケ
ー
ト
に
対
す
る
回
答

呈

約
四
谷

②
県
政
に
対
す
る
意
見
や
提
言

の
提
出
（
随
時
）

③
県
政
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の
出

席
■
謝

礼

一
年
ご
と
に
記
念
品
を
差
し

上
げ
ま
す
。

■
応

募

方

法

官
製
は
が
き
に
、
必
要
事
項

を
記
入
し
て
平
成
六
年
二
月
十

日
（
木
）
ま
で
に
お
送
り
く
だ

さ
い
。

■
結

果

通

知

応
募
者
の
中
か
ら
地
域
、
職

業
な
ど
の
割
合
を
考
慮
し
て
決

定
し
、
三
月
中
に
応
募
者
に
対

し
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

Ｏ
問

い

合

わ

せ

先

青
森
県
広
報
広
聴
課
広
聴
班

県
政
モ
ニ
タ
ー
係

〒
○
三
〇

青
森
市
長
島
一

丁
目
一
－

一

電
話

○
一
七
七
上

三
－

一
一
一
一

内
線
二
二
〇
八



交

通

災

害

共

済

に

加

入

し

ま

し

ょ

う

Ｉ

一
日
一
円
で
ご
家
族
の
安
心
を
Ｉ

現
在
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、

三
月
三
十
一
日
で
共
済
期
開
か

満
期
に
な
り
ま
す
。
た
だ
い
ま

新
規
加
入
申
込
み
を
受
け
付

け

て
い
ま
す
の
で
、
ご
家
族
そ
ろ

っ
て
ぜ
ひ
加
入
さ
れ
る
よ
う
お

す
す
め
し
ま
す
。

加
入
の
方
法
は
、
各
家
庭
に

配
布
さ
れ
ま
し
た
交
通
災
害
共

済
の
加
入
票
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
会
費
一
人
三
五
〇
円

を
添
え
て
二
月
一
干

八
日
ま
で

行
政
連
絡
員
及
び
地
区
総
代
に

申
込
み
下
さ
≒

厂

学
童
団
体

に
つ
い
て
は
、
各
学
校
等
で
取

り
ま
と
め
し
ま
す
。
会
費
一
人

三
〇
〇
円
）

尚
、
二
月
二
十
八
日
以
降
は
、

役
場
総
務
課
ま
で
申
込
み
下
さ

い
。交
通
災
害
共
済
に
つ
い
て
の

問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
総
務
課

ま
で
霓
二
八
上

一
一
一
一

二

月

は
「
赤

十

字

社

員

増

強

月

間

」

日
本
赤
十
字
社
青
森
県
支
部
佐
井
村
分
区
長
石

澤

多
佳
樹

毎
年
一
万

は
、
赤
十
字
社
員

増
強
月
間
で
あ
り
、
村
民
の
皆

様
に
は
赤
十
字
社
員
と
し
て
社

資
を
賜
わ
り
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

ご
存
知
の
と
お
り
日
本
赤
十

字
社
は
、
法
律
に
基

づ
い
た
特

殊
法
人
で
民
間
の
団
体
で
あ
り
、

社
員
か
ら
の
社
資
で
事
業

が
ま

か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
ご
記
憶

に
新
し
く
、
身
近
な
災
害
と
し

て
北
海
道
南
西
沖
地
震
に
は
、

奥
尻
島
を
け
じ
め
被
災
地
に
は
、

日
本
各
地
の
赤
十
字
職
員
、
医

師
、
看
護
婦
が
い
ち
早
く
か
け

つ
け
、
積
極
的
な
援
助
活
動
を

展
開
し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の

際
村
民
の
皆
様
に
は
、
多
額
の

義
援
金
を
寄
付
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

昨
年
は
、
鹿
児
島
県
に
お
い

て
は
度
重
な
る
豪
雨
災
害
、
世

界

に
目
を
向
け
れ
ば
ネ
パ
ー
ル

で
は
、
大
雨
の
た
め
「
今
世
紀

最
大
の
災
害
」
と
い
わ
れ
る
大

規
模
な
洪
水
が
お
こ
っ
て
い
ま

す
。
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の
難

民
、
干
ば
っ
の
南
部
ア
メ
リ
カ

バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
、
パ
キ
ス

タ
ン
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
等
劣
悪
な

環
境
に
お
か
れ
た
人
々
の
た
め
、

赤
十
字
は
人
道
博
愛
の
精
神
を

基
本
と
し
、
一
生
懸
命
援
助
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
県
立
八
戸
西
高

等
学
校
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー

ク
ル
の
部
員
九
名
が
、
三
上
剛

太
郎
先
生
と
赤
十
字
に
つ
い
て

三

上
家
」
を
訪
れ
研
修
し
て

い
ま
す
。
「
剛
太
郎
没
後
三
十

年
、
彼
の
崇
高
な
精
神
が
若
い

世
代
に
受
け
継
が
れ
て
い
け
ば

こ
の
研
修
は
、大
変
意
義
深
い
」

と
袒
当
の
教
師
が
申
し
述
べ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
赤
十
字
の
使
命

に
つ
い
て
ご
理
解
下
さ
り
、
誠

に
恐
縮
に
存
じ
ま
す
が
、
当
分

区
の
奉
仕
団
員
が
伺
い
ま
し
た

ら
、
ご
協
力
賜
わ
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

大間病院では、３

月から毎週土曜日

が休みとなりま

す。ご理解とご協

力 をお願いし ま

す。

※入院部門、救急

外来は従来どお

り診療いたしま

す。

大間病院

共済見舞金の額



国
保
の
し
お
り

保
険
税
を
長
い
間
滞
納
す
る
と
…
…
・

保
険
税
を
納
め
な
い
で
い
る
と
、
国
保
の
運
営
が
危
機
に
陥
っ

て
し
ま
わ
な
い
と
も
限
り
ま
せ
ん
。
災
害
な
ど
政
令
で
定
め
た
特

別
の
事
情
が
な
い
の
に
、
長
い
間
保
険
税
を
滞
納
し
、
納
付
相
談

な
ど
に
も
応
じ
な
い
世
帯
に
は
、
次
の
よ
う
な
措
置
を
と
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

①

保

険

証

の

返

還

災
害
な
ど
政
令
で
定
め
た
特

別
の
事
情
が
な
い
の
に
、
長
い

間
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る
世

帯
か
ら
は
、
保
険
証
を
返
し
て

も
ら
う
こ
と
か
あ
り
ま
す
。

②

診

療

費

の

全

額

自

己

負

担

保
険
証
な
し
言
受
け
た
診
療

の
費
用
は
、
一
旦
全
額
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
。

③

保

険

給

付

の

差

し

止

め

療
養
費
、
高
額
療
養
費
、
助

産
費
、
特
定
療
養
費
な
ど
の
保

険
給
付
の
全
部
ま
た
は
一
部
が

差
し
止
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

④

差

し

押

さ

え

財
産
差
し
押
さ
え
な
ど
の
処

分
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

⑤

保

険

証

の

交

付

滞
納
し
た
保
険
税
が
定
納
さ

れ
た
り
、
額
が
著
し
く
減
少
し

た
と
き
、
ま
た
特
別
の
事
情
が

認
め
ら
れ
た
と
き
は
、
改
め
て

保
険
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ

う
、
十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ど
う
し
て
も
納
付
が

困
難
な
方
は
、
早
め
に
ご
相
談

を
。

連

絡

先

企
画
財
政
課
税
務
係

住
民
福
祉
課
保
健
衛
生
係

医 療 費 の 状 況

〔１０月診療分〕
（単位：円）

国保（若人分） 加入者数１，４８８人

退職者医療 加入者数６２人

老人医療 対象者数４９１人



お

元

気

で

す

か

出

稼

岩

現

地

の

み

な

さ

ん

遠
く
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
仕
事
に
励
ん
で
お
ら
れ
る
み
な
さ
ん
、

現
地
の
生
活
は
い
か
が
で
す
か
。

こ
の
ぺ
上
ン
は
、
現
地
と
ふ
る
さ
と
を
結
ぶ
、
み
な
さ
ん
と
の

か
け
橋
で
す
。

現
地
で
の
情
報
、
お
便
り
、写
真
な
ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

佐

井

村

季

節

労

務

者

協

議

会

定

期

大

会

・

激

励

懇

談

会

一
月
五
日
、
厳
し
い
寒
さ
の

中
、
新
春
恆
例
の
佐
井
村
季
節

労
務
者
協
議
会
主
催
に
よ
る「
安

全
祈
願
祭
」

が
箭
根
森
八
幡
宮

で
厳
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
第
二
十
九
回
定
期
大

会
及
び
村
主
催
の
激
励
懇
談
会

が
ア
ル
ザ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。定
期
大
会
で
は
、
季
節
労
働

者
を
取
り
ま
く
状
況
は
、
バ
ブ

ル
崩
壊
に
よ
る
不
況
続
き
で
、

自
動
者
業
界
や
製
造
業
を
中
心

に
求
人
減
少
、
労
働
時
間
短
縮

に
よ
る
賃
金
減
収
、
雇
用
関
係

及
び
外
国
人
労
働
者
問
題
等
が

山
積
み
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
に
対
処
し
、
労
働
者
と

し
て
の
権
利
と
生
活
を
守
る
こ

と
を
決
意
し
ま
し
た
。

激
励
懇
談
会
に
入
り
、
村
議

会
議
長
か
ら
、
高
齢
化
が
進
み

出
稼
者
は
苦
し
い
立
場
に
な
っ

て
き
て
い
る
雇
用
期
間
も
長
期

化
さ
れ
て
き
て
い
る
の
で
健
康

を
第
一
に
安
全
就
労
に
つ
と
め

て
下
さ
い
。
ま
た
村
長
か
ら
は

就
労
先
か
ら
は
、
こ
ま
め
に
電

話
を
す
る
な
ど
、
留
守
家
族
を

大
切
に
し
て
、
健
康
診
断
は
必

ず
受
け
て
、
安
全
で
明
る
い
出

稼
ぎ
を
し
て
ほ
し
い
と
激
励
し

ま
し
た
。

佐
井
村
出
稼
留
守
家
族
主
婦

の
会
の
み
な
さ
ん
が
、
日
頃
家

族
の
た
め
に
、
一
生
懸
命
働
い

て
い
る
お
父
さ
ん
方
へ
、
心
を

こ
め
て
作
っ
た
手
料
理
と
、
カ

ラ
オ
ケ
を
披
露
し
ま
し
た
。
参

加
さ
れ
た
み
な
さ
ん
も
、
カ
ラ

オ
ケ
や
情
報
交
換
を
し
て
交
流

を
深
め
、
次
の
再
会
を
約
束
し

和
や
か
な
う
ち
に
終
了
し
ま
し

た
。

年貢の納め時

「

口

に
税

は

か
か

ら

ぬ
」

「

口

に
年

貢

は

い
ら

ぬ
」

と

い
う
こ

と
わ

ざ
は

、

気

ま
ま

な

放
言

を
す

る

と
き

に

、
よ

く

使

わ

れ
ま

し
た

。

す

ぐ
消

え
て

し
ま

う
お
し

ゃ

べ
り
に
、

税

金

を

か
け

る
こ

と

は
で

き

な

い
か

ら
で

す
。

二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
の
確
定

申
告
期
間
は
、「
税
」
と
い
う
文
字
を

目
に
す
る
こ
と
の
多
い
時
期
。
も
と

も
と
は
稲
を
意
味
す

る
「
禾
」
と
、

抜
き
出
す
意
の
「
兌
」
を
組
み
合
わ
せ

て
で
き
た
漢
字
で
し
た
。

田
畑
を
耕
作
す
る
農
民
が
、

年
間
の
収
穫
物
を
一
定
四
比

率
で
抜
き
出
し
て
納
め
た
も

の
で
、「
年
貢
」
と
い
う
言
葉

心
使
用
は
、
室
町
時
代
以
後
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

「
年
貢
い
ら
ず
の
畦
豆
」
は
、
田

と
田

の
境
界
に
ま
い
た
大
豆
に
は
年

貢
が
か
か
ら
な
い
た
め
、
た
だ
で
手

に
入
る
も
の
四
た
と
え
に
使
わ
れ
ま

し
た
。「
年
貢
の
納
め
時
」
は
、
年
貢

の
滞
納
を
清
算
す
る
と
き
の
こ
と
。

重
ね
て
き
た
悪
事
を
價
う

べ
き
と
き

の
意
か
ら
転
じ
て
、
物
事
に
見
切
り

を
つ
け
て
覚
悟
を
決
め
る

べ
き
と
き

と
い
う
意
味
に
も
用
い
ら
れ
ま
す
。

「
口
に
年
貢
は
い
ら
ぬ
」
と
失
言

し
て
ば
か
り
い
る
と
、「
年
貢

心
納
め

時
」
が
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

臭

気

判

定

技

士

人
の
嗅
覚
を
、
悪
臭

の
測
定
に
活

用
し
よ
う
と
い
う
資
格
制
度
。

悪
臭
は
、
嗅
覚
で
感
じ

る
空
気
中

の
に
お
い
物
質
で
す
。
そ
の
た
め
、

基
本
的
に
は
機
器
を
使
っ
て
に
お
い

物
質
の
濃
度
を
測
定
し
、

に
お
い
の

強
さ
を
知
る
二

と
が
で
き
ま
す
。
し

か
し
、
い
く
っ

か
の
物
質
が
混
じ
っ

た
場
合
な
ど
に
は
、
人
間

の
鼻
に
頼

る
「
官
能
試
験
法
二

が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

官
能
試
験
法
は
、
す
で
に

埼
玉
県
や
新
潟
県
な
ど
、
三

十（

の
自
治
体
の
条
例
や
要

綱
に
採
用

さ
れ
て
お
り
、
臭

気
判
定
技
士
は
、
二
の
官
能

試
験
法
を
実
施
す

る
プ
ロ
と
し
て
、

平
成
四
年
に
環
境
庁
長
官
に
よ
り
認

定
さ
れ
た
民
間
資
格
で
す
。
そ
し
て
、

㈲
臭
気
対
策
研
究
会
が
実
施
す
る
試

験
に
合
格
し
た
人
に
、「
臭
気
判
定
技

古

の
称
号
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

嗅
覚
四
試
験
で
は
、
バ
ラ

心
花
心

香
り
、
カ
ル
メ
ラ
の
焦
げ
た
に
お
い
、

は
い
た
靴
下
の
に
お
い
な
ど
、
五
種

類
の
基
準
臭
を
判
別
す
る
こ

と
が
要

求
さ
れ
ま
す
。

臭
気
判
定
技
士
は
、
こ
れ
ら
四
自

治
体

ご
支
援
や
脱
臭
装
置
メ
ー
カ
ー

な
ど
、
悪
臭
防
止
に
貢
献
す
る
企
業

で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。



交佞だより

佐 井 村

交通安全母の会

警
察
協
力
者
表
彰
を
受
け
て

佐
井
村
交
通
安
全
母
の
会

一
月
七
日
・
大
間
警
察
署
に

お
い
て
、
警
察
協
力
者
・
優
良

警
察
職
員
の
表
彰
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

そ
の
席
で
、
佐
井
村
交
通
安

全
母
の
会
は
警
察
協
力
者
団
体

と
し
て
感
謝
状
を
受
け
ま
し
た
。

村
民
に
対
し
て
年
間
を
通
じ

交
通
安
全
を
呼
び
掛
け
、
佐
井

村
の
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
の
日

九

五
〇
〇
日
達
成
に
多
大
な

貢
献
を
し
た
ほ
か
、
家
庭
訪
問

等
の
事
業
を
積
極
的
に
実
施
し
、

老
人
等
の
交
通
事
故
防
止
に
あ

た
っ
た
功
労
に
対
し
て
の
も
の

で
し
た
が
、
こ
れ
は
村
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
あ
っ

て
こ
そ
で
、
私
達
が
皆
様
に
代

わ
っ
て
お
受
け
し
て
き
た
と
考

え
、
母
の
会
の
活
動
の
糧
と
し

て
ゆ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
今
後
と
も
母
の
会
の
活
動

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
個
人
の
表
彰
で
は
、

竹
内
英
輝
さ
ん
、
小
谷
定
男
さ

ん
が
感
謝
状
、
ま
た
、
佐
井
駐

在
所
の
附
田
部
長
さ
ん
も
優
良

警
察
職
員
の
表
彰
を
受
け
て
お

り
ま
す
。

２月１日現在

交通事故死ゼ囗

３，７５１日

面
上
ｍ

車
記
今
吻
回
し
眞
弓

最
近
、
雪
が
降
っ
た
せ
い
か

路
上
賍
車
に
よ
る
交
通
障
害
が

目
に
つ
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

違
法
駐
車
は
単
に
交
通
の
障
害

に
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
緊
急

時
に
お
け
る
救
急
車
や
消
防
車

な
ど
の
通
行
を
妨
げ
る
こ
と
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

自
分
の
都
合
だ
け
の
路
上
駐

車
は
周
り
の
人
々
の
迷
惑
と
な

り
ま
す
。
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ

飲んで乗る あなたは天国 家族は地獄 交通安全は家庭から

県内の交通事故概況
（平成５年） 青森県交通対策協議会

∩ 内は前年。 累計は１月から。 速報値のため後日変更することがあります。

平成 ６年使用交通安全年間スロ ーガン

○運転者（同乗者を含む）に対するもの 事故は瞬間 ベルトは習慣

○歩行者・自転車利用者に対するもの 止まるはず 老いの甘えが 招く事故

○小中学生自身に交通安全を呼びかけるもの とびだす子 はしるくるまが かみつくぞ

毎月１日は交通安全家庭の日 １０日、２０囗、３０日は交通事故ゼロの日

シートベルト しめる心が 身を守る



新
し
い
年
に
寄
せ
て

大
間
警
察
署
長

成

田

伸

治

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

輝
か
し

い
新
年
を
迎
え
、
佐

井
村
交
通
安
全
母
の
会
会
員
の

皆
様
に
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

交
通
安
全
母
の
会
の
皆
様
に

は
、
日
頃
か
ら
何
か
と
ご
協
力

い
た
だ
い
て
お
り
感
謝
し
で
お

り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
本
誌
の
原

稿
を
依
頼
さ
れ
、
ご
挨
拶
を
申

し
上
げ
る
機
会
を
与
え
て
頂
き

ま
し
た
こ
と
に
、
こ
の
誌
を
お

借
り
い
た
し
ま
し
て
厚
く
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

「
交
通
安
全
は
家
庭
か
ら
」

彑

日
わ
れ
ま
す
が
、
皆
様
に
は

こ
の
こ
と
を
よ
く
理
解
さ
れ
、

家
庭
婦
人
と
し
て
の
立
場
を
生

か
し
、
高
齢
者
や
子
ど
も
の
交

通
事
故
防
止
の
た
め
、
き
め
細

か
い
保
護
誘
導
活
動
や
呼
び
掛

け
を
行

い
、
さ
ら
に
は
家
庭
内

の
車
を
運
転
さ
れ
る
方
々
に
対

し
て
は
飲
酒
運
転
の
防
止
等
効

果
的
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て

お
り
、
佐
井
村
の
「
死
亡
事
故

ゼ
ロ
三

五
〇
〇
日
達
成
」
の

大
き
な
原
動
力
と
な
ら
れ
ま
し

た
。死
亡
事
故
ゼ
ロ
の
記
録
は
現

在
も
継
続
中
で
あ
り
ま
す
が
、

皆
様
の
諸
活
動
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
と
い
た
し
ま
し
て
、
本
年

一
月
七
日
、
松
谷
会
長
さ
ん
に

大
間
警
察
署
ま
で
お
い
で
頂

き
、
さ
さ
や
か
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
私
の
感
謝
状
を
お
贈
り
申

し
上
げ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
の
交
通
事
故
の

発
生
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
幸

い
に
し
て
当
署
管
内
で
は
死
亡

事
故
の
発
生
は
な
く
、
前
年
と

比
較
し
て
マ
イ
ナ
ス
三
名
と
大

変
よ
い
成
積
で
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
発
生
し
た
事
故
の
は

と

ん
ど
が
、
死
亡
し
て
も
お
か

し
く
な
い
よ
う
な
重
傷
事
故
で

あ
り
、
新
年
に
入
り
ま
し
て
も

油
断
で
き
な
い
状
況

に
あ
り
ま

す
。全
国
的
に
は
、
六
年
連
続
死

者
一
万
人
を
突
破
し
て
お
り
、

さ
ら
に
青
森
県
で
は
死
者
が
前

年
に
比

ベ
マ
イ
ナ
ス
五
名
で
あ

り
ま
し
た
が
、
高
齢
者
の
死
者

が
四
九
名
と
激
増
し
、
全
国
・

青
森
県
と
も
大
き
な
社
会
問
題

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

交
通
事
故
の
防
止
は
、
道
路

を
利
用
す
る
す
べ
て
の
運
転
者
、

歩
行
者

が
、
相
手

の
立
場
を
考

え
、「
や
さ
し
さ
と
思

い
や
り
」

を
も
っ
て
行
動
す
る
こ
と
に
よ

り
達
成
で
き

る
も
の
と
考
え
ま

す
。家
庭
婦
人
と
し
て
の
や
さ
し

さ
と
思
い
や
り
を
こ
め
て
、
家

庭
を
中
心
に
交
通
安
全
を
進
め

ら
れ
て
い
る
皆
様
方
の
活
動
か

運
転
者
は
も
と
よ
り
子
ど
も
や

高
齢
者
等
、
道
路
を
利
用
す
る

す
べ
て
の
人
を
網
羅
し
て
い
る

こ
と
を
考
え
ま
す
と
、
皆
様
方

の
活
動
に
益
々
期
待
が
寄
せ
ら

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ど
う
か
会
長
さ
ん
を
中
心
に

「
交
通
安
全
は
家
庭
か
ら
」
を

合
い
言
葉
に
、
今
後
益
々
ご
活

躍
さ
れ
、
佐
井
村
か
ら
の
交
通

事
故
の
減
少
と
、
佐
井
村
の
死

亡
事
故

ゼ
ロ
の
記
録
を
さ
ら
に

継
続
し
て
頂
き
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

終
わ
り
に
、
佐
井
村
交
通
安

全
母
の
会
の
益
々
の
ご
発
展

と
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
お
礼
り
い
た
し
ま
し

て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

飲
酒
運
転
の
お
そ
ろ
し
さ

３ 飲 酒 運 転 を し た ら ど う な る か

これまでみてきたように、飲酒運転はそれ

だけで交通事故を起こす可能性が十分高いこ
とから、処罰も厳しいものになります。現在、

飲酒運転で摘発されると、１０万円以下の罰金

や、場合によっては２年以下の懲役が課せら

れることもあります。また、違反点数とし

て、「酒酔い運転」で１５点、「酒気帯び運

転」で６点が付されます。つまり、飲酒運転

で摘発されると、免許停止を免れることはで

きないのです。



保健婦だより

かせにご用心

～ か 廿 は

怖じ 病気 ～

冬
の
寒
気
団
が
ま
だ
居
す
わ
っ
て
い
ま
す
。
か
ぜ
や
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
多
く
発
生
す
る
の
も
こ
の
時
期
で
す
。

青
森
県
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
は
、
平
成
四
年
か
ら
平
成

五
年
に
か
け
て
の
冬
期
間
、
Ａ
香
港
型
及
び
Ｂ
型
が
大
流
行
し
、

小
中
学
校
及
び
高
等
学
校
で
約
２
万
５
千
人
の
罹
患
者
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

今
年
は
ま
だ
大
き
な
流
行
の
兆
し
は
み
ら
れ
な
い
も
の
の
、
寒

さ
が
厳
し
い
こ
の
時
期
、
自
分
を
、
家
族
を
か
ぜ
か
ら
守
る
方
法

を
と
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

普
段
「
健
康
に
は
自
信
が
あ

る
」
と
い
っ
て
も
身
近
な
病
気

が
か
ぜ
と
い
う
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
「
た
か

が
か
ぜ
」
「
た
だ
の
か
ぜ
」
な

ど
と
軽
視
さ
れ
が
ち
で
す
が
油

断
は
禁
物
で
す
。
か
ぜ
は
場
合

に
よ
っ
て
は
気
管
支
炎
や
肺
炎

を
ひ
き
お
こ
す
き
っ
か
け
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
し
、
こ
れ
は

悪
化
す
る
と
大
変
危
険
で
す
。

ま
た
、
か
ぜ
と
よ
く
似
た
症

状
を
も
つ
重
大
な
病
気
が
い
く

っ
か
あ
り
ま
す
が
、
か
ぜ
だ
と

思
っ
て
い
て
も
そ
れ
に
気
づ
く

の
が
遅
れ
た
り
す
る
の
も
こ
わ

い
こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
に
決
し
て
あ
な
ど

れ
な
い
か
ぜ
で
す
が
、
意
外
に

も
決
定
的
な
予
防
方
法
や
特
効

薬
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
か
ぜ
の
性
質
を
知
り

積
極
的
に
予
防
対
策
を
と
る
こ

と
が
決
め
手
と
な
り
ま
す
。

か

ぜ

と

は

何

？

く
し
ゃ
み
・
鼻
水
・
鼻
づ
ま

り
・
の
ど
の
痛
み
・
せ
き
・
た

ん
・
だ
る
さ
・
頭
痛
・
発
熱
な

ど
の
症
状
を
示
す
、
鼻
か
ら
の

と
（
上
気
道
）
に
か
け
て
の
炎

症
を
総
称
し
て
「
か
ぜ
」
と
よ

び
ま
す
。

か

ぜ

の

原

因

は

？

か
ぜ
の
８０
工

刈（

Ｉ
セ
ン
ト

は
か
ぜ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
に
よ

る
も
の
で
、
あ
と
の
１０
～
２０
パ

ー
セ
ン
ト
は
、
細
菌
や
マ
イ
ユ

プ
フ
ズ
マ
（
ウ
ィ
ル
ス
よ
り
大

き
く
細
菌
よ
り
小
さ
い
微
生
物
）

の
感
染
、
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
、

寒
さ
に
対
す
る
過
剰
反
応
な
ど

に
よ
る
も
の
で
す
。

ど

う

し

て

か

ぜ

を

ひ

く

の

？

か
ぜ
を
ひ
い
て
い
る
人
の
気

道
（
鼻
か
ら
気
管
ま
で
の
空
気

の
通
路
）
の
粘
膜
に
は
ウ
ィ
ル

ス
が
侵
入
し
て
お
り
、
ウ
ィ
ル

ス
は
粘
膜
の
細
胞
の
中
で
増
え

ま
す
。
ウ
ィ
ル
ス
は
鼻
水
や
た

ん
に
ま
じ
っ
て
出
て
き
ま
す
が
、

せ
き
や
く
し
ゃ
み
に
よ
っ
て
ま

わ
り
に
飛
び
散
ら
さ
れ
ま
す
。

く
し
ゃ
み
の
水
滴
の
中
に
は
ご

く
小
か
く
て
軽
い
も
の
も
あ
り
、

空
中
を
フ
ワ
フ
ワ
と
浮
遊
し
た

り
し
ま
す
。
そ
れ
を
ま
わ
り
の

大
が
吸
い
込
ん
で
↓

気
道
粘
膜

に
ウ
ィ
ル
ス
が
く
っ
つ
く
↓

ウ

ィ
ル
ス
が
増
え
る
↓

か
ぜ
を
ひ

く
と
い
う
感
染
経
路
が
で
き
あ

が
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
か
ぜ

の
流
行
期
に
は
、
大
が
多
く
換

気
の
悪
い
と
こ
ろ
に
出
か
け
た

り
す
る
と
、
ウ
ィ
ル
ス
に
感
染

す
る
危
険
度
が
高
ま
る
わ
け
で

す
。

ウ

ィ

ル

ス

は

寒

さ

が

好

き

ウ
ィ
ル
ス
の
多
く
は
低
温
や

低
温
気
が
大
好
き
で
す
。
だ
か

ら
寒
い
冬
は
空
気
が
乾
燥
し
て

い
る
た
め
寿
命
が
長
く
元
気
が

出
て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生

し
や
す
く
な
り
ま
す
。

人
の
側
で
は
こ
の
時
期
、
気

道
の
表
面
を
お
お
っ
て
い
る
粘

膜
の
下
に
あ
る
ウ
ィ
ル
ス
の
侵

入
を
防
ぐ
細
胞
の
働
き
が
少
し

鈍
く
な
る
た
め
、
か
ぜ
ウ
ィ
ル

ｐ月

の
保
健
事
業

３
日
村

１０
日
剛

康
相
談
日

１７
日
水
一

（

前
９

～
１２

２４
日
水

場
所

役
場
健
康
相
談
室

電
話
で
の
相
談
も
受
付
け
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

２
日
水

リ
（

ビ
リ
教
室

時
間

午
後
１
時
～
３
時

場
所

あ
す
な
ろ

１０
日
附

川
目
地
区

ふ
れ
あ

い

交

流
会

時
間

午
前
幵一
時
～
午
後
２

時

場
所

川
目
地
区
生
活
改
善

セ
ン
タ
ー

１５
日
㈹

磯
谷
地
区
健
康
教
室

時
間

午
前
１
時
～
３
時

場
所

磯
谷
地
区
漁
民
研
修

セ
ン
タ
ー



ス
が
侵
入
し
や
す
く
か
ぜ
に
か

か
り
や
す
い
状
態
に
な
り
ま
す
。

そ
の
上
、
外
に
出
る
よ
り
家

の
中
に
い
る
こ
と
が
多
く
換
気

が
悪

い
と
こ

ろ
に
か
ぜ
を
ひ

い

た
人
が
い
る
と
、
ウ
ィ
ル
ス
は

ま
き
散
ら
さ
れ
、

い
っ
ぺ
ん
に

か
ぜ
が
広
ま
る
こ
と
に
な
る
の

で
す
。

か

ぜ

に

似

た

病

気

に

ご

用

心

球

ぜ
だ
な
”
と
思
っ
て
い
た

症
状
が
、
ひ
ど
い
せ
き
や
た
ん
、

胸
の
痛
み
、
息
苦
し
さ
な
ど
も

示
す
よ
う
に
な
れ
ば
、
ウ
ィ
ル

ス
が
奥
深
く
入
り
込
ん
で
、
急

性
気
管
支
炎
や
肺
炎
を
お
こ
し

て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ま
た

い
わ
ゆ
る
中
枢
神
経
症

状
と
よ
ば
れ
て

い
る
頭
痛
、
め

ま
い
、
頭

が
ボ
ー
ツ
と
す
る
、

は
き
気
や
嘔
吐
、
四
枝
の
し
び

れ
や
脱
力

が
み
ら
れ
る
の
は
、

ウ
ィ
ル
ス
性
髄
膜
炎
の
疑
い
が

あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
症
状
を

自
分
で
安
昜
に
か
ぜ
と
判
断
す

る
の
は
大
変
危
険
な
こ
と
で
す
。

必
ず
医
師
の
診
察
を
受
け
ま
し

か
せ
を
ひ
が
な
い
た
め
に
気
を
つ
け
る
こ
と
は

①
か
ぜ
が
流
行
し
て
い
る
時
は

人
混
み
の
中
に
行
か
な
い
よ
う

に
す
る
。

②
か
ぜ
ウ
ィ
ル
ス
を
洗
い
流
す
。

か
ぜ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
経
路
は

空
気
感
染
だ
け
で
な
く
手
を
介

し
て
移
る
接
触
感
染
も
多
い
た

め
、
う
が
い
は
も
ち
ろ
ん
、
せ

っ
け
ん
で
よ
く
手
を
洗
う
。

③
休
養
と
睡
眠
を
十
分
に
と
り

生
活
の
リ
ズ
ム
を
く
ず
さ
な
い

よ
う
に
す
る
。

万
一
、
か
ぜ
ウ
ィ
ル
ス
に
感

染
し
て
も
、
体
の
抵
抗
力
が
強

け
れ
ば
、
ウ
ィ
ル
ス
の
増
殖
を

お
さ
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

規
則
正
し
い
生
活
と
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
食
事
が
大
事
で
す
。

夜
ふ
か
し
な
ど
ほ
ど
ほ
ど
に
し
、

十
分
な
休
養
と
、
適
度
な
運
動

を
し
、
か
ぜ
ウ
ィ
ル
ス
に
負
け

な
い
体
力
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

④
汗
を
か
い
た
あ
と
は
、
す
ぐ

着
替
え
を
す
る
な
ど
体
を
あ
ま

り
冷
や
さ
な
い
よ
う
に
す
る
。

⑤
室
内
の
気
温
を
極
端
に
変
え

て
体
調
を
く
ず
さ
な
い
よ
う
に

す
る
。
特
に
暖
め
す
ぎ
、
冷
や
し
す

ぎ
は
体
の
温
度
へ
の
適
応
力
を

弱
め
ま
す
。

⑥
換
気
を
こ
ま
め
に
す
る
。

暖
房
を
使
う
上
、
外
気
も
乾

燥
気
味
で
あ
る
。
一
時
間
に
一

回
位
の
割
で
換
気
を
す
る
。

⑦
か
ぜ
の
症
状
が
出
た
ら
早
目

に
医
師
に
み
て
も
ら
い
ま
し
よ

⑧
マ
ス
ク
を
使
用
す
る
。
ウ
ィ

ル
ス
を
ま
わ
り
に
飛
び
散
ら
す

こ
と
を
少
な
く
す
る
効
果
が
あ

り
ま
す
。

内
容

一
年
間
の
ま
と
め
及

び
閉
講
式

１８
日
座

矢
越
地
区
看
護
教
室

及
び
食
生
活
講
習
会

時
間

午
前
１０
時
～
午
後
３

時

場
所

矢
越
地
区
生
活
改
善

セ
ン
タ
ー

１８
日
座

献
血
（
移
動
採
血
）

時
間

午
前
１０
時
３０
分
～
午

後
４
時
頃
ま
で

場
所

午
前

役
場
庁
舎
前

午
後

ア
ル
ザ
ス
前

２２
日
㈹

乳
児

・
３
才
児
健
診

時
間

午
後
１２
時
３０
分
入

に一

時
４５
分
受
付

対
象

（
乳
児
）

平
成
５
年
１０
月
生

平
成
５
年
７
月
生

平
成
５
年
２
月
生

～
４
月
生

言

才
児
）

平
成
２
年
７
月
生

～
９
月
生

２８
日
㈲

牛
滝
地
区
救
急
法
及

び
食
生
活
講
習
会

時
間

午
前
１０
時
～
午
後
３

時

場
所

牛
滝
地
区
生
活
改
善

セ
ン
タ
ー

（（ 子 ど も の か ぜ ））

気をつけてあげたいこんな症状

え

詰 言 仁 言 言 記 仁 ヤ

叉
ト
レこゲ言 好 を見７万旱（ 気づＯ７

●急な熱、下痢や発熱。

●正しい呼吸 が行われている かどうか。

（（ お 年 寄 り の か ぜ ））

気をつけてあげたいこんな症状

言 ≒ 万言 オ ハ論 匸

ちの心配りが大切です。

●フフズクグで：ぜなのか、様子をしっかり

●元気 がなさそうだったら肺炎 を疑おう。



税務だより 税の相談は

お気軽に

税務相談室へ

〈税務相談室青森分室〉

Ｓ ０１７７－２３－２３７９

所
得
税
の
申
告
と
納
税
は

三
月
十
五
日
ま
で

平
成
五
年
分
の
所
得
税
の
申

告
と
納
税
は
も
う
お
済
み
で
し

ょ
う
か
。
申
告
も
納
税
も
期
限

は
三
月
十
五
日
（
火
）
で
す
。

な
お
、
個
人
事
業
者
の
消
費

税
の
申
告
と
納
税
は
三
月
三
十

一
日
（
木
）
ま
で
で
す
。
お
遅

れ
の
な
い
よ
う
に
／

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
人
が
申
告
し
な
か
っ
た
り
、

誤
っ
て
少
な
く
申
告
し
た
り
し

ま
す
と
、
後
で
不
足
の
税
金
を

納
め
る
だ
け
で
な
く
、
加
算
税

や
延
滞
税
を
納
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

期
限
内
に
正
し
い
申
告
と
納

税
を
し
ま
し
ょ
つヽ
。

消

費

税

の

申

告

と

納

税

は

三
月
三
十

一
日

ま
一
に

個
人
事
業
者
の
方
の
平
成
五

年
分
消
費
税
の
確
定
申
告
と
納

税
は
も
う
お
済
み
で
し
ょ
う
か
。

申
告
も
納
税
も
期
限
は
三
月
三

十
一
日
（
火
）
ま
で
で
す
。

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
人
が
申
告
し
な
か
っ
た
り
、

誤
っ
て
少
な
く
申
告
し
た
り
し

ま
す
と
、
後
で
不
足
の
税
金
を

納
め
る
だ
け
で
な
く
、
加
算
税

や
延
滞
税
を
納
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

期
限
内
に
正
し
い
申
告
と
納

税
を
し
ま
し
ょ
つヽ
。

二

つ

以

上

の

年

金

を

受

け

ら

れ

る

と

き

は

届

出

を

新
年
金
制
度
で
は
、
二
つ
以

上
の
年
金

（
同
一
支
給
事
由
に

よ
る
基
礎
年
金
と
厚
生
年
金
ま

た
は
共
済
年
金
は
一
年
金
と
み

な
す
。
）
を
受
け
ら
れ
る
と
き

は
、
本
人
の
選
択
に
よ
り
一
つ

の
年
金
が
支
給
さ
れ
、
他

の
年

金
は
支
給
停
止
と
な
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
障
害
基
礎
年
金

と
障
害
厚
生
年
金
を
受
け
て
い

る
人

が
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き

は
、
障
害
給
付
と
老
齢
給
付
を

同
時
に
受
け
る
こ
と
は
で
き
ず
、

ど
ち
ら
か
有
利
な
方
を
選
び
、

「
年
金
｛
ス
給
選
択
申
出
書
｝
を

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
提
出
が
遅
れ
る
と
、
年

金
の
支
払
い
が
保
留
さ
れ
た
り
、

過
払
い
に
な
っ
て
、
あ
と
で
返

納
に
な
る
と
い
う
不
都
合
が
生

じ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。た
だ
し
、
老
齢
基
礎
年
金
子

給
権
者
が
六
十
五
歳
に
達
し
て

い
る
人
に
隕
る
。
）
と
被
用
者

年
金
制
度
の
遺
族
給
付
の
間
に

は
特
別
の
併
給
調
整
が
定
め
ら

れ
て
お
り
、
遺
族
厚
生
年
金
ま

た
は
遺
族
共
済
年
金
を
受
け
て

い
る
人
が
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き

は
、
老
齢
基
礎
年
金
と
遺
族
基

礎
年
金
ま
た
は
遺
族
共
済
年
金

の
組
み
合
わ
せ
を
選
択
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
付
加
年
金
は
、
老
齢

基
礎
年
金
と
一
緒
に
支
給
さ
れ

る
も
の
で
す
か
ら
、
老
齢
基
礎

年
金
が
他
の
年
金
と
併
用
さ
れ

る
と
き
は
付
加
年
金
も
支
給
さ

れ
、
老
齢
基
礎
年
金
が
全
額
支

給
停
止
さ
れ
て
い
る
間
は
付
加

年
金
も
支
給
停
止
と
な
り
ま
す
。

二
つ
以
上
の
年
金
が
受
け
ら

れ
る
と
き
は
、
市
町
村
役
場
の

年
金
係
か
社
会
保
険
事
務
所
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。



こ こ が ち が う ／

国 民 年 金 と 個 人 年 金

国民年金と個人年金は、同じ年金でも性格

や役割が異ります。具体的な違いはつぎのと

おりです。

か
り
に
着
る

女
の
羽
織

玉

子
酒

高
浜
虚
子

冷
え
込
み
の
厳
し
い
夜
、
寒
気

が
す
る
と
い
っ
て
あ
り
あ
わ
せ
の

女
物
の
羽
織
を
羽
織
っ
て
、
玉
子

酒
を
す
す
っ
て
い
る
姿
を
句
に
し

た
の
で
し
ょ
う
か
。

与
謝
蕪
村
に
も
、
玉
子
酒

の
句
が
あ
り
ま
す
。

い
ざ
一
杯

ま
だ
き
匚
に

ゆ
る

玉
子
酒

昔
か
ら
風
邪
に
効
く
と
い

わ
れ
て
い
る
玉
子
酒
は
、
冬

の
季
語
で
す
。
最
近
は
、
玉
子

酒
と
い
う
言
葉
は
聞
い
た
こ

と

が

あ

る
け

れ

ど
、

ど
う

や

っ

て

作

る

の
か

分

か

ら

な

い
と

い
う

方

も

多

い
よ

う

で

す

。

作

り

方

は

い

ろ

い
ろ

あ

る
よ

う

で

す
厂

匹

尸
時
代
が

『
本

朝

食
膳
』

二

六
九

七

年
）

に

は
、

こ

う

じ

を

使
う

と

あ

り

ま

す
。

ま

た

『
料

理

物
語

』（

二
（

四

三
年

）

に

は

、

玉

子

を

と
き

な
が

ら
冷
酒

を
加
え

、

塩

味

を

つ

け

て
燗

を
す

る
と

あ

り

ま
す

。

最

近

の

作

り

方

は
、

酒

に

砂

糖

を
加
え
、
よ
く
煮
立
た
せ
、
玉
子

を
割
り
入
れ
て
か
き
混
ぜ
る
と
い

う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
玉

子
と
砂
糖
を
か
き
混
ぜ
、
熱
燗
の

酒
を
注
ぐ
や
り
方
も
あ
り
ま
す
。

実
に
さ
ま
ざ
ま
な
作
り
方
が
あ
る

も
の
で
す
。
自
分
流
で
い
い
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

玉
子
酒
と
同
じ
よ
う
に
、
風
邪

の
と
き
に
飲
む
と
い
い
と
い
わ
れ

て
い
る
も
の
に
、
し
ょ
う
が
酒
や

し

ょ

う
が

湯

な

ど

も
あ

り

ま

す

。風

邪

を

引

く

の

が

心
配

な

季

節

で

す

が

、

冬

は

成
人

病

の

一
つ

で

あ

る
脳

卒
中

が

多

い
季

節

で

も
あ

り

ま

す
。

二

月

一

～

七
日

は

、「

成

人

病

予

防

週

間
」
で

す

。
二

れ

を
機

会

に
、
成
人
病
に
つ
い
て
正
し
い
知

識
を
も
ち
、
予
防
に
努
め
た
い
も

の
で
す
。



皮

革
衣

料
品

の
手

入

れ

Ｉ

皮
の
弱
点
は
熱
と
水
－

皮
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
や
皮
の
コ

ー
ト
、
皮
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
な
ど

の
皮
革
の
衣
料
品
は
、
家
庭
で

の
手
入
れ
が
木
綿
や
化
繊
の
衣

類
に
比
べ
て
や
っ
か
い
で
す
。

皮

の
弱
点
は
、
熱
と
水
で
す
。

五
十
度
を
超
え
る
熱
に
当
た
る

と
、
硬
く
な
っ
た
り
、
縮
ん
だ

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
水

気
に
も
弱
く
、
湿
気
を
も
つ
と

表
面
に
カ
ビ
が
発
生
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
皮
革
衣
料
品
が
雨

に
当
た
っ
た
ら
す
ぐ
に
ふ
き
取

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

汚
れ
や
染
み
も
、
カ
ビ
の
発

生
原
因
に
な
り
ま
す
。
外
出
先

か
ら
帰
っ
て
き
た
ら
、
時
間
を

お
か
ず
に
皮
を
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ

を
す
る
か
、
柔
ら
か
い
布
で
ふ

く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
え
り

や
そ
で
囗
は
汚
れ
や
す
い
の
で
、

丁
寧
に
ふ
い
て
く
だ
さ
い
。
眼

鏡
の
レ
ン
ズ
ふ
き
用
の
布
を
使

う
と
効
果
的
で
す
。

少
し
く
ら
い
の
汚
れ
で
し
た

ら
、
ま
ず
固
く
絞
っ
た
濡
れ
夕

オ
ル
で
、
そ
の
後
、
乾
い
た
夕

オ
ル
で
よ
く
ふ
い
で
く
だ
さ
い
。

ひ
ど
い
汚
れ
を
落
と
す
に
は
、

水
一
リ
ッ
ト
ル
に
液
体
中
性
洗

剤
小
さ
し
半
分
を
溶
か
し
、
水

溶
液
に
浸
し
か
タ
オ
ル
を
固
く

絞
り
、
少
し
ず
つ
丁
寧
に
ふ
き

ま
す
。
さ
ら
に
、
固
く
絞
っ
た

濡
れ
タ
オ
ル
で
、
そ
の
後
を
乾

い
た
タ
オ
ル
で
ょ
く
ふ
き
ま
す
。

皮
革
専
用
の
ク
リ
ー
ナ
ー
で

も
汚
れ
を
落
と
せ
ま
す
が
、
色

落
ち
の
危
険
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

皮
革
に
合
う
か
ど
う
か
を
必
ず

試
し
て
か
ら
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

皮
革
衣
料
品
の
保
管
で
す
が
、

型
崩
れ
を
し
な
い
よ
う
に
し
、

湿
気
を
含
ま
せ
な
い
こ
と
が
大

切
で
す
。
（

ン
ガ
ー
に
か
け
、

布
カ
バ
ー
を
し
て
、
防
虫
剤
と

乾
燥
剤
を
入
れ
て
、
洋
服
ダ
ン

ス
に
か
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

と
き
ど
き
ダ
ン
ス
か
ら
出
し

て
陰
干
し
を
し
て
く
だ
さ
い
。

特
に
梅
雨
の
と
き
は
ジ
メ
ジ
メ

し
て
い
ま
す
。
皮
革
衣
料
品
は

湿
気
に
弱
い
で
す
か
ら
、
陰
子

し
だ
け
で
な
く
、
表
面
を
乾
い

た
布
で
ふ
き
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ

を
し
て
く
だ
さ
い
。

献 血 で

あ な た の 健 康 管 理 を ！

や さしい思いや りに育 まれ

て 、 貴 い 生 命 が 救 わ れる 献

血。人 間として の大切 な思い

や りの心 とや さし さが 、さ ら

に大 きく実を結ぶ ことを願っ

て、移動採 血車 による献血 を

行 ない ます。血液型 の判別の

ほか に、 病気 の早期発 見や予

防に役立 ててい ただくため、

採 血し た血 液の一部分 で生 化

学的検査 をして、そ の結果 を

お 知らせ します。この機 会に

健 康チェ ックしてみて はい か

が ですか。

採 血場所 及び時間は次 のと

お りです。 みなさんの御協力

をお 願いし ます。

２月１８日（金）

１０：３０～１２：００ 役 場 前

１１：∩∩～１６：∩∩ ア ル廿ス前

満１鑞になります

木 部 優 子ちゃ人，

（秀秋・真砂子）

原 田

戸籍の窓口
１月１４日現在

Ｏ お 誕生 お めで とう

田 中 瞥 人 （昌幸） 磯 谷

工 藤 韜 （齎 司） 大佐 井

○ ご結 婚お めで とう
（宮 田 康 紀 原 田
岩田 歩 子 東 京都

（小 林 忠夫 古 佐井
寳 福 美弥 子 神 奈川 県

（松 本 進 磯 谷
清慶 ユ ミ 東 京都

（遠藤 博一 宮 城県
太田 鈴子 古佐 井

（茶 木 洋一 野 平
角 井 有子 川 内町

（佐 藤 勇 大 間町
畠中 設子 大佐 井

（田 中 保彦 原 田
甚 洲 富子 大阪 市

（竹 内 幸則 大 間町
竹 内 朋子 牛 滝

（新 田 春美 古 佐井
衛 藤 未散 神奈 川県

○ お くや み申 し上 げ ます

加 藤 り よ （長作） 川 目

宮 川 と よ （輻一） 矢 越

田 中 まる （忠 弘） 福 浦

若 山 君夫 （み き） 古佐 井

川 岸 ゑつ （イ左藤光弘） 原 田

１２月３１日現在人口（前月比）

男 １，７７８ （－２）

女 １，７９３ （－７）

計 ３，５７１ （－９）

世帯数 １，１０９ （－１）
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